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変異ウイルスすでに自然界に  

論文公表し監視強化が必要   

！
な
ぜ
、
W
H
O
は
米
政
 
 

府
の
委
員
会
と
正
反
対
の
結
論
 
 

を
出
し
た
の
か
。
 
 

一
番
大
き
な
理
由
は
、
私
と
 
 

オ
ラ
ン
ダ
・
エ
ラ
ス
ム
ス
医
療
 
 

高
病
原
性
烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
H
5
N
l
）
に
関
す
る
日
 
 

本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
論
文
2
本
に
、
米
政
府
の
委
員
会
が
バ
イ
 
 

オ
テ
β
へ
の
懸
念
か
ら
一
部
削
除
を
求
め
た
問
題
で
、
世
界
 
 

保
健
機
関
（
W
H
O
）
が
「
全
文
公
表
す
べ
き
だ
」
と
の
見
解
を
 
 

出
し
た
。
論
文
は
晴
乳
類
で
も
空
気
感
染
す
る
こ
と
を
示
し
 
 

た
が
、
実
験
で
確
認
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
は
自
然
界
で
 
 

す
で
に
見
つ
か
っ
て
い
た
。
論
文
筆
者
の
一
人
、
河
岡
義
裕
東
 
 

京
大
学
医
科
学
研
究
所
教
授
に
研
究
の
意
義
を
聞
い
た
。
 
 

鳥
イ
ン
フ
ル
論
文
執
筆
者
 
 
 

薫
大
医
科
研
河
岡
義
裕
教
授
に
聞
く
 
 

セ
ン
タ
ー
の
フ
ー
シ
工
数
授
の
 
 

研
究
チ
ー
ム
の
論
文
の
内
容
を
 
 

検
討
し
た
結
果
、
高
病
原
性
鳥
 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
 
 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
 
 

行
）
を
起
こ
す
危
険
性
が
確
か
 
 

に
あ
り
、
公
衆
衛
生
学
的
な
対
 
 

策
を
と
る
た
め
に
、
論
文
を
公
 
 

表
す
る
必
要
が
あ
る
と
わ
か
っ
 
 

た
か
ら
だ
。
 
 
 

！
な
ぜ
危
険
性
が
あ
る
と
 
 

言
え
る
の
か
？
 
 
 

我
々
は
別
々
に
実
験
し
て
い
 
 

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
つ
け
た
 
 

哺
乳
類
に
感
染
し
や
す
く
な
っ
 
 

た
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
に
起
き
 
 

た
変
異
の
一
部
は
、
自
然
界
の
 
 

ニ
ワ
ト
リ
や
水
鳥
で
流
行
し
て
 
 

い
る
ウ
イ
ル
ス
か
ら
も
す
で
に
 
 

見
つ
か
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
 
 

あ
る
地
域
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
 
 

エ
ン
ザ
の
感
染
者
か
ら
分
離
さ
 
 

れ
た
ウ
イ
ル
ス
の
大
半
が
そ
の
 
 

変
異
を
持
っ
て
い
る
。
 
 
 

－
ど
ん
な
公
衆
衛
生
学
的
 
 

な
対
策
が
必
要
か
？
 
 
 

今
回
わ
か
っ
た
変
異
を
持
つ
 
 

ウ
イ
ル
ス
に
効
く
ワ
ク
チ
ン
を
 
 

備
蓄
す
る
こ
と
が
大
切
。
抗
ウ
 
 

イ
ル
ス
薬
の
準
備
も
必
要
だ
。
 
 

ウ
イ
ル
ス
の
監
視
も
強
化
し
た
 
 

方
が
い
い
。
論
文
を
公
開
し
、
 
 

ど
ん
な
変
異
な
の
か
を
明
ら
か
 
 

に
し
な
い
と
、
ワ
ク
チ
ン
や
監
 
 

視
な
ど
の
対
策
は
と
れ
な
い
。
 
 
 

王
米
政
府
委
員
会
の
勧
告
 
 

を
ど
う
受
け
止
め
た
か
？
 
 
 

論
文
が
な
ぜ
バ
イ
オ
テ
ロ
に
 
 

2
月
の
W
H
O
の
会
議
は
、
「
論
文
の
 
 

全
文
公
表
」
と
の
結
論
を
出
し
た
。
米
政
 
 

府
の
委
員
会
の
関
係
者
2
人
は
反
対
し
た
 
 

が
、
昨
年
1
2
月
の
米
政
府
の
委
員
会
に
よ
 
 

る
勧
告
と
は
正
反
対
の
判
断
だ
っ
た
。
 
 
 

終
了
後
、
米
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス
の
ア
 
 

ル
バ
ー
ツ
編
集
長
は
「
ま
だ
い
つ
か
は
わ
 
 

か
ら
な
い
が
、
全
文
公
表
で
き
そ
う
だ
」
 
 

と
語
り
、
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
も
W
H
 
 

O
の
結
論
を
支
持
す
る
論
説
を
掲
載
し
 
 

。
 
 
 

W
H
O
は
今
後
、
ウ
イ
ル
ス
の
管
理
体
 
 

制
な
ど
の
基
準
作
り
を
進
め
る
が
、
課
題
 
 

も
あ
る
。
現
在
、
強
毒
性
の
H
5
N
l
ウ
 
 

イ
ル
ス
は
4
段
階
に
分
か
れ
る
生
物
安
全
 
 

基
準
の
う
ち
、
2
番
目
に
厳
し
い
「
レ
ベ
 
 

ル
3
」
の
施
設
で
取
り
扱
う
。
こ
れ
を
最
 
 

も
厳
し
い
「
レ
ベ
ル
4
」
で
管
理
す
べ
き
 
 

だ
と
の
声
も
あ
り
、
カ
ナ
ダ
の
衛
生
当
局
 
 

は
2
月
、
感
染
性
を
高
め
た
H
5
N
l
に
 
 

限
っ
て
レ
ベ
ル
4
で
撃
つ
よ
う
通
達
を
出
 
 

利
用
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
 
 

か
少
し
意
外
だ
っ
た
。
今
回
の
 
 

よ
う
な
遺
伝
工
学
の
技
術
を
使
 
 

い
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
 
 

ル
ス
の
感
染
の
し
や
す
さ
を
調
 
 

べ
た
論
文
は
す
で
に
何
本
も
発
 
 

表
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
も
そ
 
 

も
、
米
国
の
委
員
会
の
正
規
の
 
 

委
員
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 
 

の
専
門
家
は
一
人
も
い
な
い
。
 
 
 

－
－
W
H
O
の
会
議
も
、
テ
 
 

ロ
対
策
の
強
化
が
必
要
だ
と
い
 
 

う
見
解
だ
っ
た
。
 
 
 

我
々
や
フ
ー
シ
エ
教
授
が
実
 
 

験
を
し
た
研
究
施
設
で
は
入
室
 
 

ウイルス管理体制に課題  
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
レ
ベ
ル
4
の
施
設
は
H
5
N
 
 

l
の
感
染
者
が
出
て
い
る
開
発
途
上
国
に
 
 

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
本
に
も
な
い
。
イ
 
 

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
研
究
者
ら
に
は
「
研
究
 
 

の
進
展
を
阻
害
す
る
」
と
の
反
対
意
見
も
 
 

強
い
。
 
 

一
方
、
依
然
、
実
験
へ
の
慎
重
論
も
あ
 
 

る
。
米
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
医
療
セ
ン
タ
ー
 
 

の
イ
ン
グ
レ
ス
ビ
ー
・
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
 
 

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
長
は
「
感
染
性
を
人
為
 
 

的
に
高
め
る
よ
う
な
実
験
は
ワ
ク
チ
ン
開
 
 

発
や
監
視
に
必
須
で
は
な
い
。
万
が
一
、
 
 

流
出
し
て
世
界
中
に
広
が
る
リ
ス
ク
を
考
 
 

え
れ
ば
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
話
す
。
 
 
 

W
H
O
会
議
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
研
究
 
 

の
当
事
者
が
大
半
だ
っ
た
た
め
、
オ
ラ
ン
 
 

ダ
・
エ
ラ
ス
ム
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
の
フ
ー
 
 

シ
ェ
教
授
は
「
よ
り
広
範
囲
の
科
学
者
を
 
 

集
め
た
話
し
合
い
が
必
要
だ
」
と
話
し
て
 
 

（
ワ
シ
ン
ト
ン
・
行
方
史
郎
）
 
 
 

い
る
。
 
 

ま
で
に
何
重
も
の
セ
キ
ュ
リ
テ
 
 

ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
、
ウ
イ
 
 

ル
ス
の
管
理
も
厳
重
だ
。
だ
 
 

が
、
世
界
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
 
 

ザ
の
研
究
室
が
同
じ
環
境
に
あ
 
 

る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
 
 

た
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
は
安
全
性
 
 

が
十
分
に
担
保
さ
れ
た
研
究
室
 
 

で
す
る
べ
き
だ
と
い
う
点
に
つ
 
 

い
て
は
、
誰
も
異
論
が
な
い
と
 
 

思
う
。
W
H
O
な
ど
に
よ
っ
て
 
 

安
全
性
の
基
準
が
設
定
さ
れ
る
 
 

ま
で
の
間
、
論
文
の
公
表
が
遅
 
 

れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
考
え
 
 

て
い
る
。
（
聞
き
手
・
大
岩
ゆ
り
）
 
 


